
　
　
全
職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

早
期
に
心
の
悩
み
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
が
か

か
っ
て
い
る
よ
う
な
方
に
は
、
声
を
か
け

相
談
し
て
い
る
。
受
検
者
数
の
増
加
に
つ

い
て
心
掛
け
た
い
。

◎
保
健
福
祉
課

　
　【
予
防
接
種
等
事
業
】　
い
い
や
ま

i
ナ
ビ
管
理
運
用
業
務
委
託
に
つ
い
て

は
元
年
度
で
終
了
し
て
い
る
が
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
ま
だ
リ
ン
ク
が
残
っ

て
い
る
。
新
た
な
事
業
が
あ
る
の
な
ら
ば

そ
ち
ら
に
変
更
を
。

　
　
今
年
度
か
ら
「
母ぼ
し
も
子
モ
」
と
い
う
ア

プ
リ
に
変
更
し
た
。
画
面
の
見
や
す
さ
や

保
護
者
が
利
用
で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
便
利
に
な
っ
て
い
る
。

関
係
す
る
皆
さ
ん
に
は
ご
案
内
し
て
い
る

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
含
め
、
子
育
て
世

代
の
方
に
こ
の
ア
プ
リ
に
つ
い
て
広
く
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

◎
庶
務
課

　
　【
一
般
管
理
事
務
費
】
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
つ
い
て
、
調
査
対
象

者
は
誰
か
。
受
検
者
は
75
㌫
で
あ
る
が
、

未
受
検
者
に
対
し
て
の
対
応
は
。
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＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。

賛否が分かれた議案等の表決結果
○＝賛成　　●＝反対

　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆  緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

石
田
克
男

88 令和元年度飯山市一般会計歳入歳出決算
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 長 ○ ○ ○ ○ 認定

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 認定

100 令和２年度飯山市一般会計補正予算（第７号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ 可決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派名
・
議員名

議 案 等 名

９
月
定
例
会
概
要

※
各
議
員
の
一
般
質
問
は
11
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
24
日

ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
歳
入
歳

出
決
算
12
件
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算

案
12
件
、
条
例
案
７
件
、
事
件
案
２
件
、

人
事
案
２
件
の
あ
わ
せ
て
35
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
常
任

委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査

結
果
の
報
告
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
審

議
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
認
定
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
人
事
案
「
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
は
全
員
一
致
で
同
意
、
諮

問
「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
全

員
一
致
で
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う

地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
「
飯
山
市
議

会
基
本
条
例
」
と
「
飯
山
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
」
の
条
例
案
２
件
が
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【決算認定12件】
◇令和元年度　飯山市一般会計・各特別会計 10
件・水道事業会計歳入歳出決算
【補正予算案12件】
◇令和２年度　飯山市一般会計・各特別会計 10
件・水道事業会計補正予算
【条例案７件】
◇飯山市個人情報保護条例の一部を改正する条例
◇飯山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
　る基準を定める条例の一部を改正する条例
◇飯山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
　事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
　改正する条例
◇飯山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
　営に関する基準等を定める条例の一部を改正す
　る条例
◇飯山市農業集落排水施設条例の一部を改正する
　条例
◇飯山市若者・定住住宅条例の一部を改正する条例
◇特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償
　に関する条例の一部を改正する条例

【事件案２件】
◇市道路線の認定について
◇令和元年度飯山市水道事業会計未処分利益
　剰余金の処分について
【人事案・諮問2件】
◇教育委員会委員の任命に関する同意を求め
　ることについて
◇人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
　めることについて

■議員提案
【条例案２件】　
◇飯山市議会基本条例
◇飯山市議会議員政治倫理条例

【意見書１件】
◇新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
　方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
　保を求める意見書

 ◆　令和２年９月定例会で審議された議案等　◆
常
任
委
員
会
議
案
審
査

　
委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び
意

見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い
て
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。

　市川久芳議員（72歳）が9月25日に逝去されました。
　故市川議員は、平成26年12月に市議会議員初当選以来、2期5年余務められました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、心からご冥福をお祈り申し上げます。

訃　報

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
88
号　
令
和
元
年
度
飯
山
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問

問 答
母
子
保
健
に
つ
い
て
の
ア
プ
リ
で
す

答
０
２
６
９-

６
２-

３
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

０
２
６
９-

６
２-

０
０
０
５
（
代
表
）

☎

市

議

会

だ

よ

り
No.88

36



◎
子
ど
も
育
成
課

　
　【
保
育
所
エ
ア
コ
ン
緊
急
整
備
事

業
】
保
育
園
の
各
部
屋
は
完
了
し
た
と

思
う
が
、
給
食
調
理
室
へ
の
設
置
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
　
給
食
調
理
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
長
期
計
画
の
中
で
考
え
て
い
る
。

◎
商
工
観
光
課

　
　【
飯
山
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
】参
加
者
は
何
名
で
感
想
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
そ
の
後
の
展
開
や
考
え
方
は
。

　
　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
参
加

者
は
12
名
で
、
森
の
家
・
文
化
北
竜
館

を
中
心
に
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
。
森
の
家
の

W
i-Fi

が
つ
な
が
り
づ
ら
い
と
い
う
指
摘

は
あ
っ
た
が
お
お
む
ね
高
評
価
を
得
た
。

臨
時
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
中
で
森
の
家
の
環
境
修
繕

等
を
行
い
各
種
誘
客
宣
伝
活
動
を
実
施

し
た
い
。

◎
農
林
課

　
　【
農
業
施
設
災
害
復
旧
費
】
農
地

や
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
、

昨
年
と
同
様
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
。

　
　

農
地
や
農
業
用
施
設
で
災
害
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
区
長
さ
ん

を
通
じ
農
林
課
へ
報
告
を
い
た
だ
き
た

い
。
９
月
号
の
市
報
に
災
害
復
旧
ま
で

の
手
順
を
一
枚
の
紙
に
ま
と
め
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
全
戸
配
布
し
た
。
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

問

総
務
文
教
常
任
委
員
会

問

議
案
第
１
１
５
号
飯
山
市
指
定
居
宅

介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
　
飯
山
市
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
管
理
者
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
も
あ
り
報
酬
が

減
ら
さ
れ
た
り
身
分
保
障
も
良
く
な
い

の
で
現
場
は
大
変
だ
と
聞
く
が
。

　
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管

理
者
に
つ
い
て
は
す
べ
て
規
定
ど
お
り
対

応
さ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
事
業
の
現

場
で
は
専
門
職
が
不
足
し
て
お
り
、
国
、

県
で
も
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
協
力
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
１
１
２
号
飯
山
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

管 

内 

視 

察

城山雨水排水ポンプ場内 飯山城南樋管

【
意
見
】
条
例
に
罰
則
が
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
職
員
意

識
が
過
剰
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
に

よ
っ
て
災
害
時
等
の
対
応
に
遅
れ
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
正
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
配
慮
す
べ
き
。

問答

　

８
月
25
日
の
全
員
協
議
会
で
「
令

和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
に
お
け
る

課
題
と
対
応
策
」
の
報
告
を
受
け
、

議
員
全
員
で
昨
年
被
災
し
た
城
山
雨

水
排
水
ポ
ン
プ
場
と
、
市
内
の
樋
門
・

樋
管
の
一
部
を
視
察
し
ま
し
た
。

８
月
臨
時
会
概
要

　
８
月
19
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、

市
長
か
ら
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
新
し
い
生
活

様
式
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
の
活
性

化
事
業
や
事
業
継
続
・
生
活
支
援
等

に
関
す
る
事
業
の
令
和
２
年
度
補
正

予
算
２
件
、
７
月
の
豪
雨
災
害
時
の

対
応
や
復
旧
に
係
る
経
費
の
専
決
処

分
事
項
の
承
認
１
件
の
計
３
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
審
議
さ
れ
た
議
案

す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
賛否が分かれた議案の表決結果

○＝賛成　　●＝反対
　

議
案
番
号　

　政新会　 明日の
飯山

日本
共産党 絆  緑新会       

　

議
決
結
果　

吉
越
利
明

水
野
正
彦

岸
田
眞
紀

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

飯
田
健
一

松
本
淳
一

市
川
久
芳

渡
辺
美
智
子

小
林
喜
美
治

高
山
恒
夫

上
松
永
林

佐
藤
正
夫

久
保
田
幸
治

石
田
克
男

85 令和２年度飯山市一般会計補正予算（第６号）
委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 長 ○ ○ ○ ○ 可決

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派名
・
議員名

議 案 等 名

 

◆ 

審
議
さ
れ
た
議
案 

◆

○
令
和
２
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
６
号
）

○
令
和
２
年
度
飯
山
市
駐
車
場
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て
【
令
和
２
年
度
飯
山

　
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）】

　飯山市議会では、平成 31年３月定例会で議会活性化特別委員会を設置し、「議会活動の充実強化」「市民に
開かれた議会」の推進により、議会活性化を図るため、議会あり方分科会、広報広聴分科会、議会基本条例検
討委員会で議論を重ねてきました。
　この９月定例会において、「飯山市議会基本条例」および「飯山市議会議員政治倫理条例」を制定しました。

〇飯山市議会基本条例
　近年の急激な少子高齢化、人口減少の中、地方分
権の進展に伴い、地方自治体の自己責任及び自己決
定の範囲が拡大され、議会の果たすべき責任や役割
がますます大きくなってきています。議会が市民の
負託に応え、市民の意思を代表する議事機関である
ことをしっかり認識しその責任を果たすため、議会
と議員の活動の規範としてこの条例を定めました。
　この条例では、市民参加の推進及び情報公開を積
極的に進めるため、第８条において「毎年の市民と
の意見交換会の開催」、第９条で「インターネット、
広報紙等による情報発信」を定めています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◎
９
月
定
例
会
で
の

　
　
　
厳
重
注
意
に
つ
い
て

　
飯
田
議
員
の
本
会
議
や
委
員
会
で
の

態
度
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
で

厳
重
注
意
し
ま
し
た
。

※今後、「議会だより」等により、意見交換会を行っていただける団体等を募集していきたいと考えています。

答

◎
上
下
水
道
課

　
　
斑
尾
高
原
簡
易
水
道
の
広
域
連
携

に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
、
妙
高
市
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

協
議
を
始
め
た
理
由
は
何
か
。

　
　

斑
尾
簡
水
エ
リ
ア
は
飯
山
市
と
妙

高
市
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
の

滞
納
対
策
や
、
水
道
施
設
・
管
路
等
の

施
設
更
新
に
多
額
の
財
政
負
担
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
よ
り
簡
易

水
道
と
下
水
道
を
包
括
し
た
連
携
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

答 問 議
案
第
93
号　
令
和
元
年
度
飯
山
市

簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問

答

答

災害復旧についてのチラシ

「 飯 山 市 議 会 基 本 条 例 」 を制定「 飯 山 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例 」

〇飯山市議会議員政治倫理条例
　飯山市議会基本条例に基づき、議員が市民全体の
代表者として遵守すべき政治倫理に関し必要な事項
を定めることにより、市民の信頼に応えるとともに、
公正で民主的な市政の発展に寄与するため制定する
ものです。
　議員が「政治倫理基準」に違反する事実が認めら
れるときは、議員３人以上の連署、または選挙権を
有する市民総数の 100分の１以上の連署をもって審
査請求をすることができます。　


